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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。リサイクル適正 A

この報告書は、FSC®認定紙とNON-VOCインキ、水なし印刷を使い、日本印刷産業連合認定
「グリーンプリンティング工場」で作りました。
製作に伴い1部あたり168gのCO2を排出しましたが、国内クレジットを用いて、その全量を
カーボンオフセットしています。

概要版

表紙の写真：大気環境ステーション

大気環境ステーションは、理科学館屋上にあります。2008年４月より、気温、相対

湿度、風向・風速、気圧、降水量、日照時間、直達日射量、全天日射量、紫外線A領域、

紫外線B領域を観測しています。また、大気汚染項目として、窒素酸化物

（NO、NO2）、浮遊粒子状物質（SPM）、オゾン（O3）を24時間連続測定しています。

ごみの新たな分別を通じて、教職員·学生一人一人が意識の向上を。

桜美林大学の環境への取組－2016年度はごみの新分別開始！－

※エネルギー消費量、CO2排出量等の環境負荷の状況
は本編をご覧ください。

　2017年度版桜美林大学環境報告書を発行いたします。本環境報告書
では、2016年度の本学のエコ・キャンパスの現状や大学・学生の取組
をご紹介しています。
　2016年度の大きな取組は、ごみの分別をより適切なものに変更した
ことです。2016年10月に学生ラウンジで試行を開始し、2017年4月
から町田キャンパスとプラネット淵野辺キャンパスで完全実施しました。
ごみは、毎日どうしても出るものです。ごみを正しく分別することを通じ
て、自分がどのようなごみを出しているのかに気づき、ごみとなる製品や

食べものを作った人、運んだ人、そのために使われるエネルギー、そのごみがどこでどのように処理されるのかなど
を想像して、教員、職員、学生一人一人が地球環境に思いをはせていただければと思います。特に、留学生の皆さん
は、日本に来てごみの分別に驚かれることでしょう。日本におけるこのような環境保全の取組もぜひ学んでくださ
い。また、ごみの新分別の効果は、今後しっかりと検証してまいりたいと思います。
　大学としては、現在、分散型のキャンパスへの移行の過渡期にあり、環境への取組について具体的な数値目標をおい
ていませんが、今後もエコ・キャンパスの実現に向けて、さまざまな要因を分析し、取り組んでまいりたいと思います。
　環境報告書の作成にあたっては、本年度も、学内公募に応募した大学生が編集に参加し、より身近でわかりやす
い環境報告書を目指しました。学生編集委員は、オープンキャンパスで環境報告書や大学の環境への取組を紹介す
るなど、対外的にも活動しています。
　この環境報告書が、在学生、教職員はもとより、学外の関係者の皆様に本学のエコ・キャンパス化に向けた取り組
み状況を理解していただく一助となることを願っております。

現場を視察し、
学生に説明を受ける
三谷高康学長

町田キャンパスの廃棄物排出量
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リサイクルしています。

桜美林大学　学長　三谷 高康

学長ご挨拶

　桜美林大学では、これまで、「一般ごみ」、「缶・ビン・ペットボトル」、「紙」等に分けてごみを回収していましたが、プラスチック

ごみの混入やリサイクルできる紙の汚損などの問題が生じていました。そこで2016年に学生を含むプロジェクトチームが発足

して検討し、10月より学生ラウンジ3カ所でごみの新分別の試行を実施しました。その結果をふまえて2017年4月より町田

キャンパスとプラネット淵野辺キャンパスでごみ

の新分別を完全実施しています。

　2016年度のラウンジでの試行の結果、プラス

チックが新たに分別され、可燃ごみ（厨芥類）が減

り、リサイクルされる紙の量が増えたことが確認

できました。

　この結果、2016年度の町田キャンパスのごみの

排出量は361トンで、リサイクル率は31％でした。

　2017年度の新分別の完全実施にあたって、教

職員及び学生向けにごみ分別ポスター・チラシを

作成するとともに、大学ホームページにごみ分別

ガイドを掲載しました。

　ごみ分別へのご理解とご協力をお願いいたし

ます。
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桜美林大学での環境の学び：ECO‐TOPプログラム

桜美林大学のゼミに聞く－私たちができるSDGｓへの貢献－

桜美林大学の環境に関する社会貢献

ECO-TOPプログラム卒業生・４年生の声　ECO-TOPプログラムとは、東京都が2007年度から設けている、“自然

環境に軸足をおいたジェネラリスト”を育成する人材育成·認証制度です。

桜美林大学では、2009年度に都の認定を受

け、2010年度よりプログラムがスタートしま

した。

　プログラムの特徴は、民間企業、NGO・

NPO、行政における合計20日間のインター

ンシップです。インターンシップの成果は、学

内の報告会のほか、認定大学による合同報

告会で発表されます。

「環境」というかなり幅広い領域に触れることで、
多角的な視点を大切にする姿勢が身についた。

何事にもチャレンジすることの大切さ、自分の意
見を伝える力と行動力を身につけることができた。

　ECO-TOPプログラム、特に20日間のインターン
シップとその成果発表などを通じて、①プレゼン
テーション能力が向上し、②社会人の方とも物怖
じせず話すことができ、③質問力が身についた。
これらは、社会人1年生の今、とても役だっている。

浅井ゼミ

牧田ゼミ

木場ゼミ

伴野ゼミ
～住み続けられるまちづくりを～

～人や国の不平等をなくそう～ ～陸の豊かさも守ろう～

～陸の豊かさも守ろう～

多様な背景や個性を持っ

た人たちが、その違いを認

め合い同じ社会に暮らす、

多文化共生を目指します。

地域に自生する植物種を

しっかり把握することが、

適正な植林につながりま

す。

過疎化に直面する被災地

で、人・地域・文化が守ら

れる持続可能な町興しに

取り組みます。

昆虫を採集しリストを作

りながら、昆虫や動植物

の生態を学ぶことが、生

態系保全につながります。

　桜美林大学環境研究所は、春休みとなる2017年3月25日

に、 「こどもサイエンス教室」を開催し、近隣小学校の児童に

体験授業の受講や理科・環境関係の実験などの体験をしていた

だきました。来場者は小中学生127人、幼児72人、保護者を

含め合計324人でした。

　日本学術振興会の研究成果社会還元・普及事業「ひらめき☆

ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～」の補助を受

け、７回目となる高校生のための環境科学講座「大気科学の最先

端大気科学の最先端～持続可能性と再生可能エネルギー」を

2016年8月7日に実施しました。

くだものと野菜で電池をつくろうくだものと野菜で電池をつくろう
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学内全トイレ
学内の紙をリサイクル
したトイレットペーパー
機密書類など、学内でリサイクル用に

回収された紙は、製紙会社でトイレッ

トペーパーになり、また桜美林大学に

戻ってきます。その量は、年間、100

～150ロールになります。

学園全エリア

樹木札
学内の71種の樹木に約150枚の樹

木札が付けられています。

学内ほぼ全ての建物のトイレ、
徳望館・崇貞館の廊下、
学而館・明々館・碩学会館・
理化学館の階段

人感センサー
人の存在を感知する人感センサー

とタイマーで、照明のオン・オフや

調光をしています。

スクールバス発着所

ハイブリッドバス
ディーゼルエンジンと電池・モーター

を組み合わせた「ハイブリッドバ

ス」。従来のバスに比べて大気汚染物

質の排出が少なく低燃費なエコカー

です。現在、3台導入されています。

1

理化学館

地中熱利用
地中は年間を通して一定温度である

（夏は涼しく、冬は暖かい）ことを利

用して、1階の空調機の外気取り入

れパイプを地中に埋設し、省エネを

向上させています。

10

理化学館

大気環境ステーション
理化学館屋上では、気象のほか、窒素

酸化物（NOx）などの大気汚染物質

濃度を24時間自動計測しています。
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荊冠堂・理化学館

雨水利用
雨水を貯めてトイレの洗浄用水、消

火栓として利用しています。（雨水が

不足する時は水道水が供給されま

す。）節水になります。

10

9 崇貞館

生ゴミ処理機
崇貞館裏には生ごみ処理機があり、

桜カフェなどからの調理くずを土壌

改良材にしています。できた土壌改

良材は、けやきの広場の花壇や桜美

林中学に利用しているほか、近隣の

方にもお配りしています。

6

明々館・太平館・崇貞館

地下水利用システム
普段はトイレ、雑用水（掃除用等）と

して使用しています。適切な地下水

利用は節水になるほか、地震等の災

害時の水源になります。
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太平館トイレ

節水・省エネ型トイレ
 夜間や休日に便座と温水のヒーター

を自動的に切るオフタイム節電によ

り省エネし、陶器表面と水流の工夫

により大幅に節水するトイレを順次

導入しています。

5

学而館・明々館・理化学館

屋上緑化
学而館・明々館・理化学館では、

屋上を緑化しています。屋上緑化は

気温を下げる（ヒートアイランド対

策）、建物の断熱性の向上（省エ

ネ）、都市の保水力の増加、大気汚

染物質の吸収・吸着・生態系の回

復などの効果があります。
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学而館・理化学館

吹き抜け循環システム
学而館・理化学館

吹き抜け循環システム
学而館と理化学館では、１階と上階

の温度差を利用して、冷暖房時に吹

き抜け空間の空気循環を行うことに

より空調を効率化しています。

10

3

一粒館

太陽光発電
太陽光で発電した電

気は一粒館の電気系

統で利用しています。

2 一粒館・学而館・明々館・崇貞館・栄光館・
理化学館・サレンバーガー館

ガスヒートポンプ、エコアイス
ヒートポンプは、投入したエネルギー以上の熱エネルギーを利用できるとても省

エネ性能に優れた冷暖房機器で、オゾン層を破壊しない冷媒を使用しています。

学而館のヒートポンプは、夜間電力で氷を作り昼間の冷房に利用することでピーク

時の電力消費を下げる氷蓄熱式で、エコ・アイスグリーンラベル認定品です。
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明々館・太平館・碩学会館・理化学館・
更賜体育館・待望館・けやきの広場・
三角駐輪場・桜グラウンド・クラブハウスF棟
などの主要な外灯

LED照明
LED（発光ダイオード）照明は発光効

率が良く（少ない電気で明るい）、長

寿命なため、省エネに加え、省資

源・廃棄物の発生抑制の点からも優

れています。東日本大震災後、さら

に導入を進めています。
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伴野ゼミ
～住み続けられるまちづくりを～

～人や国の不平等をなくそう～ ～陸の豊かさも守ろう～

～陸の豊かさも守ろう～

多様な背景や個性を持っ

た人たちが、その違いを認

め合い同じ社会に暮らす、

多文化共生を目指します。

地域に自生する植物種を

しっかり把握することが、

適正な植林につながりま

す。

過疎化に直面する被災地

で、人・地域・文化が守ら

れる持続可能な町興しに

取り組みます。

昆虫を採集しリストを作

りながら、昆虫や動植物

の生態を学ぶことが、生

態系保全につながります。

　桜美林大学環境研究所は、春休みとなる2017年3月25日

に、 「こどもサイエンス教室」を開催し、近隣小学校の児童に

体験授業の受講や理科・環境関係の実験などの体験をしていた

だきました。来場者は小中学生127人、幼児72人、保護者を

含め合計324人でした。

　日本学術振興会の研究成果社会還元・普及事業「ひらめき☆

ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～」の補助を受

け、７回目となる高校生のための環境科学講座「大気科学の最先

端大気科学の最先端～持続可能性と再生可能エネルギー」を

2016年8月7日に実施しました。

くだものと野菜で電池をつくろうくだものと野菜で電池をつくろう

桜美林大学
エコマップ

2017
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。リサイクル適正 A

この報告書は、FSC®認定紙とNON-VOCインキ、水なし印刷を使い、日本印刷産業連合認定
「グリーンプリンティング工場」で作りました。
製作に伴い1部あたり168gのCO2を排出しましたが、国内クレジットを用いて、その全量を
カーボンオフセットしています。

概要版

表紙の写真：大気環境ステーション

大気環境ステーションは、理科学館屋上にあります。2008年４月より、気温、相対

湿度、風向・風速、気圧、降水量、日照時間、直達日射量、全天日射量、紫外線A領域、

紫外線B領域を観測しています。また、大気汚染項目として、窒素酸化物

（NO、NO2）、浮遊粒子状物質（SPM）、オゾン（O3）を24時間連続測定しています。

ごみの新たな分別を通じて、教職員·学生一人一人が意識の向上を。

桜美林大学の環境への取組－2016年度はごみの新分別開始！－

※エネルギー消費量、CO2排出量等の環境負荷の状況
は本編をご覧ください。

　2017年度版桜美林大学環境報告書を発行いたします。本環境報告書
では、2016年度の本学のエコ・キャンパスの現状や大学・学生の取組
をご紹介しています。
　2016年度の大きな取組は、ごみの分別をより適切なものに変更した
ことです。2016年10月に学生ラウンジで試行を開始し、2017年4月
から町田キャンパスとプラネット淵野辺キャンパスで完全実施しました。
ごみは、毎日どうしても出るものです。ごみを正しく分別することを通じ
て、自分がどのようなごみを出しているのかに気づき、ごみとなる製品や

食べものを作った人、運んだ人、そのために使われるエネルギー、そのごみがどこでどのように処理されるのかなど
を想像して、教員、職員、学生一人一人が地球環境に思いをはせていただければと思います。特に、留学生の皆さん
は、日本に来てごみの分別に驚かれることでしょう。日本におけるこのような環境保全の取組もぜひ学んでくださ
い。また、ごみの新分別の効果は、今後しっかりと検証してまいりたいと思います。
　大学としては、現在、分散型のキャンパスへの移行の過渡期にあり、環境への取組について具体的な数値目標をおい
ていませんが、今後もエコ・キャンパスの実現に向けて、さまざまな要因を分析し、取り組んでまいりたいと思います。
　環境報告書の作成にあたっては、本年度も、学内公募に応募した大学生が編集に参加し、より身近でわかりやす
い環境報告書を目指しました。学生編集委員は、オープンキャンパスで環境報告書や大学の環境への取組を紹介す
るなど、対外的にも活動しています。
　この環境報告書が、在学生、教職員はもとより、学外の関係者の皆様に本学のエコ・キャンパス化に向けた取り組
み状況を理解していただく一助となることを願っております。

現場を視察し、
学生に説明を受ける
三谷高康学長

町田キャンパスの廃棄物排出量
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リサイクルしています。

桜美林大学　学長　三谷 高康

学長ご挨拶

　桜美林大学では、これまで、「一般ごみ」、「缶・ビン・ペットボトル」、「紙」等に分けてごみを回収していましたが、プラスチック

ごみの混入やリサイクルできる紙の汚損などの問題が生じていました。そこで2016年に学生を含むプロジェクトチームが発足

して検討し、10月より学生ラウンジ3カ所でごみの新分別の試行を実施しました。その結果をふまえて2017年4月より町田

キャンパスとプラネット淵野辺キャンパスでごみ

の新分別を完全実施しています。

　2016年度のラウンジでの試行の結果、プラス

チックが新たに分別され、可燃ごみ（厨芥類）が減

り、リサイクルされる紙の量が増えたことが確認

できました。

　この結果、2016年度の町田キャンパスのごみの

排出量は361トンで、リサイクル率は31％でした。

　2017年度の新分別の完全実施にあたって、教

職員及び学生向けにごみ分別ポスター・チラシを

作成するとともに、大学ホームページにごみ分別

ガイドを掲載しました。

　ごみ分別へのご理解とご協力をお願いいたし

ます。


